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に
エ

Y
グ
F
を
中
心
と
し
て
|
|

f 
r 

山

本

正

治

ー
‘ 
序

戦
後
家
計
調
査
が
流
行
し
て
い
る
。
推
す
も
好
み
に
感
じ
て
官
臆
、
公
共
闘
閥
、
企
業
、
努
働
組
合
、

曲
調
査
を
手
に
す
る
と
と
が
出
来
る
。

民
間
調
奈
研
究
機
開
等
家
計

か
く
白
如
吉
J

家
計
調
査
の
氾
蹴
は
、
と
り
も
な
お
さ
十
園
民
大
衆
の
生
活
に
於
け
る
窮
乏
の
累
積

を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

我
闘
に
於

τ家
計
調
査
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
D
は
、
高
野
博
士
に
よ
る
「
月
島
労
働
者
家
計
調
査
」
(
大
正
八
年
)
を
は
巳
め
と
し

τ、

恐
慌
及
び
不
景
策
の
局
面
と
そ
、
勤
労
大
衆
の
犠
牲
に
於

τそ
の
克
服
策
が

繕
ぜ
ち
れ
、
さ
な
く
是
也
窮
迫
じ
た
彼
等
の
生
活
が
、
苫

ιに
極
端
な
窮
泊
忙
晶
ち
い
っ
た
か
ち
に
外
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
我
園
白
み

の
現
象
で
は
泣
く
、
世
界
各
閣
を
通
じ
て
、
家
計
調
査
の
盛
行
E
見
、
家
計
調
濯
に
謝
す
る
枇
合
的
要
望
が
強
く
提
起
さ
れ
た
の
は
、

イ
1
デ
Y
(
一
七
九
五
年
)
、
デ
ユ

V
ク
プ
テ
ヨ

1
(
一
八
五
三
年
)
・
ル
プ
V
1
(
一
九
五
五
年
て
の
調
査
占
り
、
常
に
経
済
不
侃
に
基
く
勤
労

K
L
む
ね
経
祷
循
環
の
不
羽
白
局
面
に
於
て
U
あ
っ
た
。

者
白
生
活
悶
難
が
、
現
賞
陀
枇
舎
の
注
意
を
呼
び
起
し
た
時
か
、
勤
労
階
級
の
中
に
生
じ
た
不
安
動
揺
が
、
鴛
政
者
に
謝
し
て
警
備
主

家
計
調
査
の
諮
問
題

-
第
六
十
三
替

七

第
五
続
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家
許
調
査
の
諸
問
題

第
六
十
三
巻

七

第
五
腕

四

鳴
ら
し
た
と
き
で
あ
っ
た
。

家
計
調
査
が
紹
祷
不
犯
の
局
面
に
於
て
盛
ん
で
あ
っ
た
と
言
う
と
と
の
う
ち
に
、

従
来
の
調
奈
が
常
忙
勤
勢
階
級
を
封
象
と
し
た
己

と
、
し
か
も
動
勢
階
級
の
生
活
般
態
を
員
資
に
把
え
る
た
め
で
は
な
く
、

守
る
。
削
ち
従
来
D
枇
合
政
策
的
立
場
よ
り
得
芭
れ
る
場
合
は
、
資
本
主
義
枇
舎
に
於
け
る
相
劃
的
過
剰
人
口
白
底
積
で
あ
る
被
救
値
目
四

。
文
字
通
り
慈
善
的
左
「
細
見
調
査
」
を
別
と
す
れ
ば
、
-
常
に
勤
労
階
級
の
生
活
状
態
を
良
好
に
描
苦
肉
す
こ
と
に
よ
り
、
財
政
的
負

婚
を
兎
が
れ
ん
と
し
て
、
或
は
政
治
的
に
帰
さ
れ
る
場
合
に
は
「
家
計
調
査
が
行
わ
れ
る
以
上
何
か
救
祷
策
が
講
ぜ
ら
れ
る
だ
ろ
う
」

主
育
う
人
D
よ
い
引
期
待
を
抱
か
し
、
昂
揚
し
た
勤
労
階
級
白
不
満
を
鎮
撫
す
る
た
め
白
欺
鴎
的
ゼ
ス
チ
ャ
ー
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ

と
札
は
阪
に

z
y
ヂ
ル
が
指
摘
し
、
憤
り
を
吐
露
し
た
と
己
ろ
で
あ
る
が
、
我
闘
の
家
計
調
官
置
に
は
、
特
に
か
6
h

る
偶
蹄
白
姻

屡
々
極
め
て
政
策
的
政
治
的
陀
行
わ
れ
た
己
と
の
根
擦
が

b

長。
い
こ
と
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
Z
。

忠
常
在
経
済
循
環
の
場
合
は
、
や
が
て
恐
慌
が
克
服
さ
れ
、
勤
労
階
級
D
生
活
が
部
分
的
に
好
柑
押
す
る
と
と
も
可
能
で
あ
4

っ
た
る
う

が
、
敗
戦
後
D
我
固
に
於
て
、
近
〈
勤
労
階
級
の
生
活
が
好
轄
す
る
と
言
う
期
待
は
如
何
な
る
政
治
機
構
の
下
で
も
あ
り
得
証
い
。
従

っ
て
現
在
一
時
的
誤
魔
化
し
の
家
計
調
査
は
絡
割
に
考
え
ら
れ
な
い
白
で
あ
る
。
戟
後
十
再
び
組
織
の
力
を
と
り
も

E
し
た
勤
野
階
級
が

戦
争
中
は
強
権
的
危
力
陀
止
h

夕
、
現
在
は
驚
威
的
な
イ
ン
プ

ν
1
シ
ヨ
ジ
の
下
で
切
り
下
げ
区
れ
た
賀
質
賃
金
の
低
下
を
阻
止
し
同
復

す
る
た
め
に
よ
り
ど
と
ろ
と
し
た
賃
金
論
が
営
然
「
労
働
力
再
生
産
費
識
し
で
あ
り
、
し
か
も
要
求
し
て
い
る
最
低
賃
金
す

ι分
配
。

問
題
と
し
て
解
決
さ
れ
る
地
盤
を
我
園
枇
合
経
掛
は
既
に
失
い
、
問
題
が
否
際
な
く
生
産
制
係
、
所
有
闘
係
自
問
題
・
と
し
て
提
起
さ
れ

て
い
る
と
き
、
は
ビ
品
て
自
ら
白
創
意
を
生
か
し
、
自
ら
白
手
に
よ
っ
て
勤
労
者
。
家
計
調
官
君
主
組
織
せ
ん
・
と
し
て
い
る
労
働
組
合
に

と
っ
て
、
家
計
調
査
が
如
何
に
重
要
な
意
義
主
も
つ
か
を
論
ナ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
ロ
家
計
調
主
を
如
何
な
る
機
闘
が
賞
施
し
ょ



う
と
、
勤
努
階
級
の
窮
辿
し
た
生
活
白
寅
相
を
如
何
に
し

τ把
歯
す
る
か
ピ
、
唯
一
の
問
題
で
あ
る
と
と
は
明
ら
払
で
あ
る
。

動
勢
階
級
の
坐
活
水
準
を
一
不
す
材
料
は
家
計
調
査
以
外
に
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
資
質
賃
金
、
園
民
所
得
中
の
勤
労
者
所
得
の
比
重

個
人
営
り
消
費
額
、
失
業
献
品
、
疾
病
、
工
場
災
害
及
び
枇
曾
保
険
に
闘
す
る
資
料
等
が
と
れ
で
あ
る
。
然
し
最
も
具
閥
的
に
勤
労
階

級
の
生
活
費
態
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
家
計
簿
に
よ
る
家
計
調
査
以
外
に
な
い
。
そ
の
う
え
家
計
調
査
除
、
生
括
窮
抱
白
一
般
的
傾

向
の
み
で
た
く
、
生
活
程
度
を
具
に
す
る
各
階
居
、
生
活
保
件
主
異
に
す
る
各
集
固
の
生
活
内
容
に
あ
ら
わ
れ
た
差
別
を
も
一
万
す
己
と

が
出
来
る
。

現
在
我
闘
に
於
け
る
勤
労
階
級
の
生
話
が
、
敗
戦
後
の
特
殊
な
枇
曾
経
梼
傑
件
に
於
け
る
特
別
な
窮
辿
戒
態
に
あ
る
た
め
、
家
計
調

査
の
方
法
P
検
討
す
る
に
営
つ
て
は
、
新
し
い
観
鮪
か
ち
批
判
す
る
己
止
が
必
要
で
あ
る
。
経
梼
安
定
木
部
が
、
新
し
い
調
査
様
式
に

上
る
家
計
調
査

1liそ
の
賞
質
は
極
度
に
偶
蹄
的
で
あ
る
。
ー
ー
を
要
望
し
て
、
非
組
織
的
不
統
一
で
あ
っ
た
各
所
の
家
計
調
査
に
組

織
と
統
一
司
ど
を
興
え
ん
と
し
た
意
闘
も
と
L

に
あ
る
。

、、

然
る
に
と
の
家
計
調
官
官
を
む
し
ろ
否
定
す
る
も
の
と
し
古
、
理
論
生
計
費
の
問
題
が
、

し
か
も
賃
金
値
上
白
問
題
を
契
機
と
し
て
提

起
さ
れ
、
家
計
調
査
の
組
織
に
劃
し
で
か
な
り
撹
乱
的
な
作
用
主
及
ぽ
す
に
至
り
、
現
在
の
政
治
的
経
梼
的
保
件
目
下
で
、
賃
金
問
題

に
閥
聯
し
‘
家
計
調
査
の
方
針
を
明
確
に
規
定
す
る
己
と
は
、
益
々
緊
要
性
を
加
え
る
に
至
っ
た
。
小
論
は
己
の
課
題
を
専
ち
ヱ
ン
グ

ル
の
家
計
調
査
分
析
を
中
心
と
し
て
理
論
的
に
迫
求
し
、
家
計
調
査
の
在
り
方
を
明

ιか
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

彼
が
「
数
」
土
り
遠
ざ
か
り
&
が
ち
、
狛
「
数
」
に
執
着
し
た
も
白
己
モ
「
ベ
ル
ギ
ー
労
働
者
家
族
の
生
括
費
」
で
あ
っ
た
し
、
エ

ン
~
ヂ
ル
の
法
則
在
る
名
の
下
に
、
共
白
後
D
家
計
調
査
を
規
定
し
た
白
も
彼
で
あ
り
、
更

ι忙
現
在
の
家
計
調
査
を
め
ぐ
る
種
々
の
問

題
に
閥
し
、
多
か
れ
少
な
か
れ
閥
系
的
な
絞
越
を
彼
白
著
作
の
中
に
認
め
得
る
か
ち
で
あ
る
。

家
計
開
証
の
諮
問
題

第
六
十
ニ
替

ご七一一一

第
五
韓

王
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家
計
開
査
の
繭
問
題

第
六
十
ニ
巻

七

四

第
五
獅

. 
~ /、

ーー
家

計

と

家

計

簿

J
 

家
計
調
査
に
よ
っ
て
勤
労
階
緋
の
生
活
質
態
主
知
る
た
め
に
は
、
言
う
迄
も
な
く
家
計
簿
に
よ

ιね
ば
な

ι向
。
従
来
、
ァ

1
サ

l

ヤ
ン
グ
、
グ

ν
ゴ
リ

1
キ
ン
グ
に
於
け
る
如
く
、
一
一
部
の
推
計
、
若
干
の
理
想
計
算
に
よ
る
修
正
を
含
ん
だ
も
の
も
あ
る
が
、
本
市
作
家

計
調
査
は
、
全
面
的
忙
家
計
簿
白
記
戟
に
依
探
す
る
現
貨
計
算
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
家
計
簿
と
は
何
か
と
言
う
己
と
が
先
づ

問
題
と
な
っ
て
来
る
、
然
し
家
計
簿
が
何
で
あ
る
か
は
、
そ
白
記
載
封
品
端
で
あ
る
家
庭
総
務
白
枠
格
及
び
そ
の
運
動
形
態
た
る
家
計
白
意

義
に
闘
す
る
理
解
に
か
L

っ
て
い
る
。
従
来
家
計
調
究
を
問
題
と
す
る
場
合
、
家
計
簿
は
勿
論
の
と
と
、
家
庭
経
掛
そ
白
も
白
も
殆
ん

ど
問
題
左
さ
れ
な
か
っ
た
。
家
庭
経
梼
は
労
働
力
の
再
生
産
が
行
わ
札
る
場
所
で
あ
る
と
一
百
う
理
解
が
、
車
に
生
現
的
技
術
凡
問
題
に

す
り
か
え
ら
れ
て
論
ぜ
ら
れ
た
か
、
家
計
簿
の
記
載
項
目
が
、
単
に
技
術
的
に
検
討
さ
れ
た
か
、
或
は
鋭
い
階
級
附
批
判
と
雌
も
、
勤

労
階
級
の
生
活
水
準
を
民
忙
反
映
す
る
よ
う
、
家
計
調
査
が
組
織
苫
れ
、
調
査
劉
象
が
選
定
さ
れ
た
か
っ
た
駄
を
指
摘
し
た
に
す
ぎ
な

ν、。
と
れ
ほ
従
来
家
計
調
査
が
、
車
在
る
慈
普
的
な
事
業
と
し
て
、
被
救
他
民
及
ぴ
勤
労
階
級
自
保
護
救
潜
在
唯
一
の
問
題
止
す
る
泊
費

論
白
立
場
か
ら
注
さ
れ
、
従
っ
て
経
掛
外
D
問
題
と
し
て
技
術
家
に
よ
っ
亡
慮
理
さ
れ
た
た
め
に
外
な
ち
な
い
。

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
す

戦
前
迄
家
計
調
帯
一
を
貰
施
し
分
析
す
る
に
営
り
、
さ
し
て
混
乱
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
、

全
〈
エ
ン
ヂ
ル
の
偉
大
さ
に
負
う
べ
き
も
。

然
る
に
従
来
の
方
法
に
よ
る
家
計
調
査
及
び
結
果
表
章
は
、
昭
和
二
十
一
年
十
月
に
於
け
る
閤
鎖
、
官
公
臓
の
争
議
主
契
機

止
し
て
、
卒
〈
信
頼
性
の
な
い
非
現
質
的
な
も
D
と
し
て
、
勤
労
階
級
の
手
か
ら
拘
棄
き
れ
「
理
論
生
計
費
」
の
背
後
に
陰
減
し
た
か

の
慨
を
基
し

τ
い
る
の
で
あ
る
。
勤
労
階
級
白
生
活
費
態
宣
一
不
す
も
D
は
家
計
調
査
以
外
に
な
い
忙
拘
b
ち
ゃ
、
味
計
調
布
に
全
的
に

で
あ
る
。



依
存
し
得
な
い
と
言
う
と
と
、
と
の
芳
盾
し
た
事
態
。
解
決
宮
、
一
家
計
調
査
諭
は
興
え
な
け
れ
ば
な
ら
h
H
a

運
動
形
態

D
E
し
い
理
解
、
家
計
調
査
の
援
術
的
な
庭
理
か
ら
粧
梼
園
学
的
な
理
解
え
白
移
行
に
よ
っ
て
白
み
奥
え
ら
れ
る
で
あ
一
ち
ヨ
。

と
れ
は
戦
後
に
於
て
す
ち
友
壮
家
計
調
夜
の
専
門
家
が
殆
ん
ど
無
閥
心
で
あ
っ
た
に
拘
わ
ら
宇
、
家
計
調
夜
に
は
杢
く
無
闘
係
な
大

河
内
一
男
氏
に
占
っ
て
銃
に
戦
時
中
指
摘
3
れ
、
今
後
採
ら
る
べ
き
家
計
調
査
の
方
向
が
暗
示
さ
れ
て
居
た
し
、
昭
和
十
六
年
十
月
。

松
本
柴
一
氏
の
指
翠
に
怠
る
内
閣
統
計
局
D
家
計
一
調
査
特
別
表
章
及
び
、
昭
和
十
九
年
心
盟
崎
稔
氏
。
指
導
に
な
る
大
阪
商
工
曾
議
朋

の
標
本
家
計
調
査
が
夫
々
白
方
向
陀
賀
践
的
な
僻
決
を
見
出
し
て
い
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
問
題
は
こ
れ
ら
の
み
の
り
多
い
果
貨
が
撫
山
刑

さ
れ
る
と
と
な
く
揚
棄
さ
れ
、
家
計
調
議
が
再
び
、
物
債
瞬
、
厚
生
省
、
大
蔵
省
等
の
官
僚
白
手
忙
移
っ
た
と
と
に
あ
る
。

そ
れ
は
家
庭
粧
樟
及
び
そ
O

大
河
内
氏
は
消
費
の
問
題
を
官
房
財
政
事
的
な
、
家
政
技
術
的
な
問
題
か
色
解
放
し
て
「
戦
時
経
梼
白
循
環
展
開
と
り
聯
闘
に
於
て

毛
の
積
極
的
機
能
に
於
て
把
え
ち
る
べ
き
」
こ
と
を
銃
〈
指
摘
し
・
家
庭
経
祷
に
於
け
E

る
消
費
は
、
消
費
材
の
消
費
で
あ
る
け
れ
ど
・
そ
れ

ほ
決
し
て
完
結
的
な
消
費
で
な
く
、
労
働
力
の
再
生
産
止
し
て
生
産
の
矯
い
手
を
再
生
産
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

勤
労
階
級
の
家
庭
経
爵
に
於
け
る
買
質
的
内
容
が
・
労
働
力
の
再
生
産
で
あ
る
と
と
は
、
戦
争
中
労
働
力
白
不
足
が
痛
感
苫
れ
る
に

至
っ
た
と
き
、
家
計
調
査
を
播
賞
し
た
人
々
に
よ
っ
て
漸
く
理
解
さ
れ
は
じ
晶
た
。
現
在
ζ

自
己
と
位
、
家
計
調
査
を
論
申
ノ
る
限
b
、

自
明
白
前
提
ム
」
し
て
何
人
も
指
摘
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
q

然
し
如
何
な
る
場
合
に
も
労
働
力
白
再
生
産
と
一
百
う
こ
と
は
、
生
理
的
文
化

的
友
意
味
白
も
白
と
し
て
技
術
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
り
で
あ
る
。
然
し
家
庭
経
抽
慣
が
一
仰
の
粧
燐
現
象
で
あ
る
限
白
、

勢
働
力
空
再
生
産
は
厳
然
た
る
経
梼
問
題
と
し
て
理
解
苫
れ
怠
け
れ
ば
在
ら
ぬ
。
即
ち
家
庭
縦
横
は
所
得
運
動
白
共
憾
化
で
あ

D
J所

得
運
動
は
資
本
白
運
動
か
ら
分
離
し
た
猫
白
の
も
の
と
し
て
、
枇
曾
的
資
本
の
再
生
産
運
動
の
一
構
成
部
分
を
注
し
で
い
る
固

と
D
こ
と
か
ら
失
心
四
離
が
要
約
さ
れ
る
。

家
計
開
査
の
諸
問
題

事
六
十
二
審

第
五
盟

七

七
五



家
計
開
査
の
諸
問
題

第
六
十
三
巻

一
七
六

第
五
甥

J、

第
一
に
所
得
運
動
が
枇
合
的
資
本
白
線
再
生
産
運
扇
に
於
け
る
一
構
成
部
分
で
あ
る
た
め
、
所
得
運
動
白
具
蛾
的
現
b
れ
で
あ
る
家

庭
経
棒
は
、
枇
命
的
資
本
の
綱
再
生
産
運
動
の
結
節
と
し
て
そ
白
運
動
法
則
、
特
徴

E
銑
く
且
つ
集
中
的
に
反
映
す
る
も
D
で
あ
る
と

言
ラ
己
主
。

第
二
に
所
得
運
動
が
資
本
白
運
動
よ
り
分
離
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
根
本
的
に
規
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
資
本

の
運
動
が
者
本
た
る
陸
自
民
向
性
格
の
再
生
産
U

抜
大
再
生
産
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
る
ー
一
所
得
運
動
は
資
本
家
階
級
(
地
主
、
貸
付

費
且
所
有
者
)
及
び
勤
労
階
級
を
再
生
産
日
披
大
再
生
産
し
、
か
く
て
資
本
主
義
的
生
産
閥
係
白
描

t手
が
再
生
産
U
擁
大
再
生
産
さ
れ

る
と
言
う
と
と
。

第
三
に
所
得
運
動
は
、
猫
自
白
蓮
動
で
あ
る
た
め
所
得
運
動
は
家
庭
経
梼
に
於

τ濁
自
D
運
動
形
態
を
も
ち
、
そ
札
は
家
計
逗
動
と

し
て
現
象
す
る
左
言
う
と
と
。

第
四
に
か
く
し
て
家
計
調
盗
は
従
来
理
解
さ
れ
て
い
た
如
く
、
枇
曾
経
漕
か
ら
切
断
さ
れ
た
私
粧
梼
単
位
あ
る
家
庭
経
済
を
問
題
と

す
る
の
で
は
友
〈
、
枇
曾
経
梼
に
結
び
つ
〈
歴
束
的
経
醐
倒
的
範
層
た
る
家
庭
経
済

E
鈎
象
と
す
る
と
吉
う
こ
と
。

資
本
の
運
動
た
る
そ
の
形
態
踊
型
化
及
び
枇
曾
的
資
本
の
再
生
産
運
動
聖
女
の
如
〈
定
式
化
す
こ
と
ー
に
よ
っ
て
、
所
得
運
動
た
る
家
庭

経
祷
と
、
者
本
白
運
動
と
の
封
立
じ
錯
綜
じ
た
諸
漣
闘
相
互
規
定
在
理
解
す
る
乙
と
が
出
来
る
。

..... >喧

||+l 
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郎
ち
賃
金
(
β
)
は
労
働
者
に
よ
っ
て
、
資
本
白
迫
加
部
分
で
あ
る
利
潤

(
d
G
)
は
企
業
者
、
貸
付
資
本
所
有
者
、
地
主
に
よ
っ
て
消

費
さ
れ
{
寧
純
再
生
障
を
前
提
て
従
ワ
て
そ
れ

ι各
々
の
所
得
運
動
は
、
資
本
白
岡
持
か
ら
分
離
し
た
調
立
白
漣
動
を
形
成
し
、
そ
れ
は
家

庭
経
梼
に
於
て
家
計
運
動
と
一
言
う
現
象
形
態
を
と
り
、
労
働
階
級
(
A
)
資
本
家
階
級

(
K
)
と
言
う
資
本
主
義
的
生
産
開
係
白
描
手
が
州

生
産
さ
れ
て
い
る
。
と
の
濁
立
し
分
離
し
た
所
得
運
動
と
資
本
白
運
動
と
D
閥
係
は
次
の
如
〈
一
不
さ
札
る
。

H

A

凸

+
4
+
B
R
M

所
得
運
動
が
資
本
白
運
動
?
と
不
可
分
に
結
び
付
き
な
が
ち
一
肘
合
的
資
本
の
再
生

町、一¥、一

¥

¥

問

¥

げ

産

運

動

白

棒

成

部

分

と

な

り

、

従

ヨ

τ労
働
力
の
再
生
産
は
決
し
て
生
理
的
技
術

¥
¥
¥
¥
d
 

ロ
(
円
ム
〉
+
自

J

的
問
題
で
た
〈
、
基
盤
誌
な
問
題
で
あ
る
と
と
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。

一
二
ー
ニ
↓
家
庭
経
済
が
枇
曾
的
粧
湾
問
、
そ
れ
故
に
歴
史
的
で
あ
る
と
言
う
と
と
は
、
総

-
z
-

・0
一

笹
と
生
括
ど
不
可
分
に
結
び
付
い
て
い
る
勤
労
良
民

ω場
合
、
益
々
明
む
か
で
あ

と
の
場
合
所
得
運
動
は
凋
立
す
る
己
と
な
く
、
経
営
資
金
白
運
動
と
か
ら
み
合
い
な
が
色
キ
封
建
的
な
生
産
閥
係
、
生
括
様
式
が

る再
生
産
さ
れ
て
い
る
。品

一一上ーL

l 

削
ち
生
産
物
は
一
部
分
貨
幣
形
態
に
特
化
苫
札
一
部
分
は

現
物
形
態
白
備
運
動
を
つ
ピ
け
、
貨
幣
護
金
白
一
部
は
生
産

手
段
に
他
は
生
活
必
需
物
資
に
輔
化
し
、
現
物
形
態
に
於
け

+

T

G

一

企

W
(
R
)
l
一

T
K

T
w
i
-

る
生
産
物
白
生
産
幸
段
部
分
消
費
部
分
と
梢
合
し
て
、
猫
立

農
民
自
身
バ
B
V
が
再
生
産
さ
れ
、
農
業
経
営
が
い
と
な
ま
れ

し
か
も
と
山
二
つ
の
質
的
に
異
っ
た
運
動
は
、
明

て
い
る
。

家
計
調
査
的
障
問
題

第
六
十
二
巻

一
七
七

第
五
蝉

:It. 



家
計
開
査
の
商
問
題

第
六
十
ニ
巻

小
作
農
白
場
合
は
生
産
物
白
一
部
が
地
代
に
縛
化
さ
れ
、
同
様
に
貨
幣
形
態

七
戸、

第
豆
醜

O 

ち
が
に
家
庭
経
棒
白
中
に
統
一
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
現
物
形
態
D
結
合
し
た
運
動
と
し
て
、
地
主
階
級
(

K

)

が
再
生
産
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
歴
史
的
な
家
庭
終
確
聞
に
於

て
、
農
民
の
所
得
運
動
は
現
象
し
て
い
る
。

家
庭
総
出
慣
が
一
枇
曾
的
資
本
白
再
生
産
運
動
に
於
け
る
結
節
で
あ
る
と
一
言
う
現
解
は
、

殆
ん
ど
全
て
の
家
計
調
存
一
技
術
家
に
上
っ
て
現

在
記
一
看
過
苫
れ
て
い
る
に
拘
わ
ち
守
、
阪
に
若
き
ヱ
ン
グ
ル
に
よ
っ
て
そ
D
歴
史
的
な
労
作
「
ザ
ク
セ
ン
主
闘
に
於
け
る
生
産
消
費
事

情
」
(
一
八
五
七
年
)
に
於
い
て
一
却
さ
れ
て
い
た
J

モ
の
中
で
彼
は
決
し
亡
家
庭
経
時
間
を
阜
な
る
私
経
機
的
問
題
と
し
て
理
解
じ
て
居
な
い

の
で
あ
る
。
己
札
は
「
消
費
白
大
い
さ
は
、
生
産
D
最
少
限
を
決
定
す
る
」
と
言
う
公
理
に
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
家
計
分

析
に
よ
っ
て
得
た
家
計
D
標
準
向
消
費
棒
成
(
泊
費
中
敢
)
止
り
、
そ
白
園
の
最
も
合
理
的
な
産
業
構
造
、
労
働
力
配
世
、
人
口
政
策
の
構

想
を
導
か
ん
と
し
、
標
準
的
な
泊
費
構
成
に
照
臆
せ
ざ
る
産
業
構
造
、
産
業
部
門
別
人
口
密
度
を
も
っ
て
部
分
的
恐
慌
の
可
能
性
b
込
書

と
れ
ば
明
ち
か
に
、
彼
が
家
庭
粧
梼
を
枇
合
経
済
に
於
け
る
結
節
と
し
て
.
世
曾
的
資
本
の
総
再
生
産
運
動
と
相

¥ 

え
と
か
ん
と
し
た
。

互
関
係
陀
於
い
て
理
解
し
て
い
た
と
左
を
示
す
も
の
ぞ
あ
る
。

然
し
な
が
色
家
庭
経
済
が
、
枇
曾
経
時
間
に
於
け
る
結
節
で
あ
る
と
言
う
己
と
は
、
エ
ン
ゲ
ル
の
考
え
た
如
き
煮
味
に
於
て
で
は
在
い
。

明
ち
か
陀
既
に
述
べ
た
資
本
の
同
特
.
枇
脅
品
別
資
本
の
再
生
産
運
動
の
表
μ
式
に
一
不
吉
れ
る
如
く
.
全
く
そ
の
逆
の
意
味
に
於
て
ピ
あ
る
。

由
来
計
分
析
に
よ
る
家
庭
経
祷
の
運
動
か

ι、
枇
合
的
費
木
白
再
生
産
運
動
D
法
則
が
尊
か
れ
る
白
で
は
な
ン
¥
資
本
の
再
反
産
運
動
心

法
則
性
格
と
そ
、
所
得
運
動
を
規
定
し
、
そ
の
法
則
、
問
格
を
銃
く
且
つ
集
中
的
に
表
現
ナ
る
も
の
と
し
て
、
出
家
庭
経
済
が
分
析
苫
る

べ
き
で
あ
る
。

批
合
的
資
本
白
再
生
産
運
動
が
歴
史
的
な
も
り
で
あ
り
、
飛
躍
、
質
的
措
理
化
を
も
っ
と
と
は
言
う
迄
も
な
い
。

従
っ
て
所
得
運
動
も



共
の
現
象
形
態
た
る
家
計
運
動
も
、
共
に
質
的
時
型
化
を
も
つ
も
白
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
エ
ン
ヂ
ル
の
分
析
方
法
が
絶
針
的
な
も
白
で

泣
い
と
一
青
う
こ
・
と
を
意
味

L
、
従
っ
て
エ
ン
ヂ
ル
の
家
計
分
析
、
調
奈
の
方
法
、
様
式
を
そ
の
儲
現
夜
の
家
計
調
奈
、
分
析
に
週
間
し

得
る
か
否
か

r
先
づ
第
一
忙
究
明
さ
れ
る
ペ
昔
で
め
る
と
と
を
一
市
ず
に
外
な
ら
な
い
。
事
資
エ
ン
ヂ
ル
の
法
則
な
る
も
の
も
、
シ
ユ
ザ

l
eへ
の
法
則
も
、
ハ
ム
プ
ケ
、
ラ
見
。
ハ
イ

7
1
.
パ
申
エ
ル
等
も
.
お
し
な
べ
て
家
計
費
支
出
中
に
占
む
る
消
費
各
項
目
費
の
剖
合
の
措
置
化

及
び
相
誌
に
よ
っ
て
、
家
計
貧
窮
白
度
合
在
確
定
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
ら
か
忙
百
分
比
白
鑓
化
は
、
車
に
量
的
相
違
推
移
を

示
す
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て

z
y
uク
ル
、
シ
ユ
ワ
1
ベ
‘
パ
ウ
エ
ル
の
法
則
は
、
生
活
欣
態
白
最
的
醐
型
化
に
闘
す
る
も
の
と
し
て
そ
れ
自

慨
制
限
的
左
も
白
で
あ
り
‘
生
活
様
式
.
内
容
が
質
的
な
嬰
仰
を
な

ιた
枇
合
経
済
に
於
て
は
、
そ
の
僚
の
形
で
受
賞
し
な
い
と
と
を
示

じ
て
い
る
。
敗
戦
後
の
我
闘
の
社
合
的
再
生
産
運
動
及
び
勤
労
階
級
の
家
庭
経
済
は
、
極
め
て
大
き
な
質
的
措
理
化
を
と
げ
て
い
て
、
家

庭
経
掛
の
資
質
的
内
容
も
そ
の
運
動
形
式
も
全
く
異
っ
て
い
る
。
と
れ
は
家
計
調
官
却
を
検
討
す
る
場
合
の
第
一
の
前
提
で
あ
る
α

家
庭
経
掛
に
於
て
は
、
労
働
力
D
再
生
産
、
労
働
者
の
再
生
産
と
、
他
方
資
本
家
、
地
主
、
利
子
所
得
者
等
の
再
生
産
が
、
所
得
た

る
牧
入
か
ら
支
出
え
の
運
動
に
上
っ
て
貸
現
苫
れ
、
家
計
運
動
は
、
収
入
と
支
出
と
言
う
謝
立
物
の
統
一
'
と
し
て
現
わ
れ
る
。
即
ち

閣
を
〉
(
言

w
d外
州
新
制
問
蒋
柏
田
)
|
明
(
購
買
1
消
費

l
静
働
)
と
言
う
運
動
に
定
式
化
さ
れ
、
資
本
の
運
動
な
る
の
者
l
c、
(
商
業
費
本
購

買
1
版
資
'
と
も
の

1
0、
(
貸
付
読
本
貸
付
)
と
も
、

c
j
r
4・・七・・司、
l
I
C
、
(
産
業
資
本

購
買
l
生
産
l
既
直
)
と
も
異
な
る
湖
特
の
運

動
で
あ
る
と
と
は
、
既
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
縫
っ
て
家
庭
粧
梼
が
の

i
当
l
k
p
(
言
u
q
A
叶
立
川
醐
廿
拙
向
調
岬
指
)
|
四
の
内
容
と
そ

れ
を
世
現
l

心
す
る
運
動
形
式
白
歴
史
的
醐
型
化
左
中
心
と
し
て
、
印
ち
問
、
明
〉
の
内
容
と

m

F

4

〉
(
自
u
q
4
E
制
執
)
k
p

問
、
の
運

動
形
式
の
質
的
凌
ル
刊
を
追
求
し
、
検
討
す
る
己
と
を
、
中
心
的
な
問
題
と
し
て
所
有
し
て
い
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
育
う
起
も
な
く
、
家
計
調
濯
に
よ
み
叩
家
庭
終
演
の
家
計
窪
動
を
綜
合
的
に
把
え
る
こ
と
は
、
商
品
流
通
が
支
配
的
と
な
る
-
資
本
主
義

家
計
嗣
査
の
諮
問
問

第
六
十
三
巻

↓
七
九

第
五
披

、



家
計
欄
査
の
商
問
題

ハ、
O 

第
五
競

第

六

十

ニ

巻

ニ

ニ

的
生
産
開
係
の
殻
山
刊
に
随
伴
し
、
従
っ
て
家
計
調
奈
は
債
償
法
則
を
中
心
と
サ
る
貨
幣
運
動
に
止
っ
て
把
握
さ
れ
た
。
然
じ
債
償
法
則

ほ
必
色
づ
し
も
貨
幣
を
媒
介
と
す
る
商
品
流
通
に
白
み
顕
現
す
る
も
の
で
は
た
い
ロ
物
々
交
換
の
中
に
も
債
値
法
則
は
貫
徹
し
得
る
し

完
全
に
枇
舎
か
ち
駆
逐
苫
れ
左
い
の
み
な
ち
歩
、
或

更
ち
に
傾
値
法
則
と
は
無
関
係
な
運
動
、
商
品
形
態
を
k
ら
左
い
物
白
運
動
も
、

る
場
所
に
は
、
又
或
る
段
階
で
は
、
不
可
避
な
要
素
と
し
て
家
庭
経
時
間
の
中
に
湾
透
し
て
い
旬
。
以
上
、
家
庭
雑
務
の
運
動
彰
式
も
、
氷

久
に
又
一
律
に
貨
幣
運
動
に
同
定
す
る
も
白
で
は
な
い
。
エ
ン
ヂ
ル
に
冒
と
っ
て
「
ベ
ル
ギ
ー
の
労
働
者
白
家
計
調
査
」
は
「
家
計
費
調

官
官
」
冒
と
同
一
で
あ
っ
た
が
、

E
れ
は
枇
曾
的
な
生
産
が
交
換
を
、
し
か
も
販
費
を
目
的
と
し
て
友
き
れ
、
貨
幣
が
杢
能
的
注
力
を
護
持

し
、
日
つ
将
来
一
盆
々
そ
の
力
を
強
化
す
る
と
育
う
見
透
を
も
っ
総
務
稜
展
の
腰
史
的
段
階
に
照
臨
す
る
が
故
忙
然
る
の
で
あ
っ
て
、
如

何
な
る
枇
合
赦
態
D
家
計
調
査
に
d
h

受
賞
す
る
も
の
で
は
な
い
。
か
L
る
意
味
で
家
庭
経
済
の
運
動
形
式
も
叉
厩
史
的
で
あ
る
。

家
庭
粧
油
開
に
於
い
て
所
得
運
動
は
、
家
計
運
動
と
一
一
問
う
現
象
形
態
を
と
る
が
、
家
計
簿
は
と
の
家
計
運
動
を
牧
入
か
ち
支
問
え
の
流

れ
、
収
入
と
支
出
と
肯
う
針
立
物
の
統
て
そ
白
木
断
の
運
動
と
し
て
、
資
質
的
に
払
形
式
的
に
も
反
映
し
、
家
庭
粧
携
に
興
え
る
一
世

合
的
資
本
の
再
生
産
運
動
白
影
響
を
検
問
す
る
可
能
性
を
奥
え
る
も
の
で
左
け
れ
ば
な
ち
ぬ
ロ
家
計
簿
は
か
h

る
も
の
を
反
映
す
る
鏡

ム
」
も
一
耳
う
べ
き
記
載
簿
で
あ
り
、
調
査
票
で
あ
る
。
か
〈
じ
て
家
計
調
夜
、
分
析
は
、
隈
史
的
な
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
既
に
早
〈
十

七
四
紀
末
ベ
ツ
テ
ィ
、
グ
V

ゴ
リ

1
・
キ
ン
グ
三
六
九
八
年
)
に
よ
っ
て
行
b
れ
た
に
拘
b
A一
宇
、
常
に
新
し
い
問
題
と
し
て
提
起
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

家
計
調
査
と
結
果
表
章

家
計
調
奈
は
従
来
。
如
く
技
術
的
な
問
題
で
な
く
、

枇
合
的
費
本
白
糖
再
生
産
運
動
に
現
わ
れ
た
法
則
、
特
性
の
認
識
を
必
要
と
す



諸
特
質
を
明
確
に
把
握
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
質
と
し
て
、
失
D
諸
駈
が
考
え

ι札
る
。

る
経
持
率
的
な
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
現
在
白
家
計
調
夜
を
論
守
る
た
め
に
は
、
枇
合
的
資
本
の
細
再
生
産
運
動
に
於
け
る
現
質
的
な

そ
の
上
に
立
つ
て
の
み
、

E
し
い
結
果
表
草
は
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
@
山
品
商
重
要
な

第
一
に
長
い
戦
争
は
、
軍
需
産
業
白
強
力
的
育
成
に
基
く
披
行
的
な
産
業
構
遁
を
も
た
ら
し
、

さ
れ
、
消
費
生
活
は
抑
制
さ
れ
た
。
職
後
に
於

τも
と
の
傾
向
は
、
重
耕
的
な
産
業
再
建
白
震
毎
々
強
め
色
れ
て
い
る
と
言
う
と
と
が

勤
労
大
衆
D
生
活
必
需
物
資
は
牧
奪

州
市
邪
る
。

第
二
に
戦
争
白
必
然
的
結
果
で
あ
る
過
少
生
産
と
泊
貨
膨
脹
、
即
ち
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
経
済
の
撹
乱
で
あ
る
。

ン
フ

V
1
シ
当
ン
は
、
急
激
に
頴
在
的
に
な
っ
た
が
、
今
後
若
干
の
生
産
増
加
が
賀
現
苫
れ
て
も
、
一
耽
曾
的
資
本
白
線
再
生
産
運
動
と

し
て
見
れ
ば
、
イ
J

フ

ν
l
シ
ヨ

γ
を
阻
止
す
る
こ
と
は
圏
内
的
侠
件
の
み
か

ιす
れ
ば
、
不
可
能
で
あ
ろ
三
-

敗
戦
後
イ

イ
ン
フ

ν
l
シ
ヨ

ν

ほ
賃
金
と
物
債
の
飛
図
的
騰
貴
を
も
た
ら
し
た
が
、
前
者
は
後
者
白
騰
貴
に
立
ち
遅
れ
、
(
最
近
怯
零
歳

ι
よ
ワ
て
そ
の
差
を
若
干
縮
め
る
己

主
に
顎
骨
階
触
は
成
功
し
て
い
る
}
か
L

V

Q

過
程
を
通
ヒ
て
、
終
局
的
に
勤
労
階
級
に
犠
牲
を
締
嫁
し
て
い
る
。
‘
ィ
ン
フ

V
1
シ
ヨ
ン
は
通

貨
に
劃
す
る
信
頼
を
ゆ
り
動
か
し
、
物
一
点
交
換
、
換
物
運
動
が
盆
々
資
本
の
再
生
産
運
動
自
特
徴
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
封
外
的
な
僚
件

白
調
理
化
に
よ
っ
て
、
イ
ン
フ

ν
1
シ
ヨ
シ
の
脅
展
方
向
、
速
度
は
極
め
て
強
い
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
繋
想
さ
れ
る
が
、

ろ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
閉
止
す
る
要
因
は
護
見
出
来
な
い
。

現
在
の
と
こ

と
の
儲
田
形
で
、
擬
制
資
本
白
温
存
の
上
で
イ
V

フ
ν
1
シ
ヨ
ン
を
阻

止
し
、
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
白
方
向
え
切
り
か
え
る
と
し

τも
、
動
勢
階
級
に
封
ず
る
犠
牲
の
蹄
嫁
と
、

物
h
R
J
t

換
の
運
動
は
醐
理
化
し
な

い
で
あ
ろ
う
。

家
計
調
査
の
蹄
問
題

戦
争
中
一
岡
家
統
制
は
、
生
産
、
流
遇
、
消
費
の
各
面
に
亙
一
ツ
て
強
化
苫
れ
た
が
、
今
後
益
々
己

第
六
十
二
巻

i¥ 

第
五
鶴

エ二

第
三
に
岡
家
統
制
抱
強
化
で
あ
る
。



家
計
調
査
の
諮
問
題

第
六
十
ニ
巻

F、

第
五
輯

四

の
方
向
は
強
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
の
三
つ
目
特
徴
は
不
可
分
の
も
白
で
あ
り
、
相
互
に
作
却
し
強
化
し
合
い
な
が
ら
進
展
し
で
居
る
。
か
h

る
資
本
の
運
動
に
於
け

る
者
特
徴
に
よ
っ
て
、
規
定
さ
れ
る
所
得
運
動
は
、
そ
の
現
象
形
態
で
あ
る
家
庭
経
漕
の
巾
に
如
何
な
る
影
響
を
も
た
ら
し
、
家
計
調

奈
は
如
何
な
る
結
果
表
章
ー
に
ど
っ
て
、
そ
白
正
確
な
像
そ
興
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
己
れ
は
家
計
調
奈
の
結
果
表
章
に
於
け
る
終
局

の
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

る。
イ
ン
7

V

I

U
ヨ
ン
政
策
の
展
開
過
程
で
、
所
得
白
介
胞
内
費
木
家
階
級
に
有
利
に
、
動
勢
階
級
d
t
極
め
て
不
利
に
決
定
さ
れ
て
い

信
商
問
題
主
す
る
も
白
は
勤
勢
階
級
白
家
計
調
俗
で
あ
り
、
所
得
分
配
の
極
め
て
不
利
な
欣
態
陀
あ
為
動
勢
階
級
の
家
計
運
動
の

勤
労
者
の
家
庭
諮
掛
に
於
い
て
は
労
働
者
と
言
う
者
本
主
義
的
生
薦
問
係
の
捲
手
が
再
生
産
さ
れ
、
勤
労
者
時
畑
町
働
力

貧
窮
を
中
心
と
し
て
問
題
が
迫
求
さ
れ
怠
け
れ
ば
な
ら
ぬ

把
握
で
あ
る
。

在
費
る
と
と
に
よ
っ
て
の
み
生
活
を
維
持
し
て
い
る
階
級
で
あ
る
た
め
に
、

と
と
を
皆
味
し
て
い
る
に
外
な

ιな
い
。

そ
の
た
め
女
自
諸
鮪
が
焦
鮮
と
な
る
。

第
一
に
家
庭
生
活
の
内
容
、
に
於
け
る
貧
窮
化
で
あ
る
。

己
れ
は
先
づ
物
的
な
形
で
極
め
て
顕
著
に
あ
色
わ
れ
る
。
草
に
食
生
活
の
み

で
な
く
、
被
服
、
什
器
、
住
居
文
化
商
共
の
他
に
も
現
わ
れ
る
。
物
的
貧
窮
は
質
と
量
の
ご
商
に
瓦

H
、
カ
ロ
リ
ー
量
、
蛋
白
質
量
、

脂
肪
日
引
の
減
少
、
質
的
索
成
の
悪
化
、
或
肉
手
持
被
服
の
鹿
葉
、
損
耗
、
品
質
の
岡
市
化
、
住
居
の
質
量
二
酉
に
於
け
る
怒
化
、
家
具
、

什
器
の
破
損
等
が
考
去
ら
れ
る
。

か
く
の
如
き
家
庭
生
活
の
物
的
筋
旭
化
在
、
あ
り
の
健
把
握
し
表
章
し
な
け
れ
ば
な

ι向。

と
山
問
題
は
阪
に
早
く
、
既
に
述
べ
た
昭
和
十
六
年
十
月
の
内
問
統
計
局
家
計
調
夜
、

計
調
査
が
、

昭
和
十
九
年
の
大
阪
商
工
脅
議
所
。
燃
本
家

一
部
解
決
し
て
居
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
統
計
局
白
羽
夜
は
物
量
を
把
え
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
大
阪
商
工
合
議
所
の
そ

れ
は
、
特
に
食
絹
の
分
析
迄
を
な
し
た
と
と
ろ
に
、
大
き
な
歩
み
を
一
示
し
て
い
た
。
そ
の
意
義
は
、
消
費
規
制
の
強
行
さ
れ
た
段
階
で



官
服
統
計
が
異
質
を
把
握
し
得
・
恐
か
っ
た
だ
け
に
(
事
寅
昭
和
+
九
年
の
統
計
局
調
事
は
、
時
ん
ど
無
意
味
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
ワ
主
大
き
い
と
一
言

'''jt 

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
〈
の
如
く
家
計
調
査
は
、
積
極
的
な
方
向
主
示
し
て
い
た
に
拘
わ
ら
す
、
そ
れ
は
そ
の
僚
一
見
失
な
わ
れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
あ
る
。
終
戦
前
一
品
棋
を
め
ぐ
b
官
服
統
計
と
し
て
物
倒
艇
、
厚
生
省
、
護
職
省
自
も
り
が
あ
る
に
拘
わ
ら
守
、
そ
れ
は
全
く
ζ

の
賄
に
於
て
窓
白
で
あ
る
左
言
つ
で
も
過
言
で
は
な
い
。
昭
和
二
十
一
年
十
月
白
図
録
、
官
公
膝
の
争
議
が
、
物
長
表
章
を
も
た
な
い

官
腕
統
計
に
依
存
す
る
中
努
委
の
裁
定
に
上
っ
て
阻
止
さ
れ
る
と
言
う
事
態
が
、
か
h
る
家
計
調
奈
の
傑
陥
の
怨
忙
も
た
ら
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
n

第
二
に
イ
ン
フ

V
I
シ
ヨ
ン
に
よ
る
生
活
の
窮
迫
は
、
勤
労
階
級
の
-
家
庭
蜘
眠
時
間
を
貨
幣
商
よ
り
麿
起
し
、
と
れ
は
最
も
鋭
く
赤
字
家

計
に
現
出
し
て
い
る
。
赤
字
は
絡
調
糊
と
し
て
も
、
相
封
額
と
し
て
も
重
要
な
意
義
を
も
っ
。
結
封
師
制
は
第
一
に
勤
労
収
入
に
封
ず
る

b

不
足
制
と
し
て
、
第
二
に
そ
の
他
の
恒
常
的
所
得
陥
時
的
金
銭
所
得
に
劃
す
る
不
足
観
と
し
て
、

相
針
額
は
不
足
額
を
算
出
し
た
基
準

牧
入
額
に
劃
す
る
こ
様
白
割
合
と
し
て
表
草
ず
べ
き
で
あ
る
。
と
の
場
合
そ
れ
を
袈
曲
す
る
自
家
生
産
物
、
現
物
貰
い
物
は
除
外
し
、

現
物
給
血
守
現
物
恒
常
所
得
は
股
密
な
債
格
評
債
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
家
庭
縦
横
の
貨
幣
的
窮
迫
は
、
結
呆
表
立
と
し
て
従
来
と
異

な
げ
、
動
勢
牧
入
及
び
恒
常
的
所
得
、
臨
時
的
金
銭
所
得
を
含
め
た
金
所
得
に
封
す
る
、
各
支
山
川
項
目
費
の
累
積
割
合
と
し
て
示
さ
れ

赤
字
は
そ
の
超
過
割
令
と
し
て
一
市
苫
れ
る
。

、合

赤
字
の
表
章
に
謝

f
る
閲
心
も
、
慨
に
あ
げ
た
二
つ
の
調
官
刊
に
よ
っ
て
早
く
よ
り
不
き
れ
て
い
た
。

従
来
白
調
奈
世
帯
を
平
均
す
る
と
e

言
う
態
度
を
す
て
弘
、
赤
字
家
計
の
み
を
抽
出
し
て
表
草
す
る
井
一
言
う
周
到
さ
を
示
し
て
い
た
程
で

あ
る
。
し
か
し
己
の
方
向
も
全
〈
萌
芽
白
ま
L
泊
減
し
て
し
ま
っ
た
。
赤
字
に
射
す
る
積
極
的
な
表
草
枕
漸
く
昭
和
二
十
二
干
の
宇
ば

に
、
労
働
科
間
半
研
究
所
に
止
る
家
計
調
夜
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

特
に
内
閣
統
計
局
の
も
の
は
、

家
計
調
査
の
諸
問
題

第
六
十
ニ
巻

l'、

第
五
班

三五



家
許
調
査
の
商
問
周

第
六
十
二
審

J、、
四

第
五
鵠

R
Lわ

赤
字
家
計
の
表
士
草
は
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
不
等
式
に
よ
る
表
章
と
な
る
。
従
来
白
牧
入
、
支
出
は
等
式
の
表
牽
に
よ

D

牧
入
比
賛
牧
入
と
、
資
牧
入
以
外
の
牧
入
、
支
出
も
賀
支
出
と
賀
支
出
以
外
の
支
出
と
な
っ
て
い
た
。
従
つ

τ、
借
金
す

ι賀
牧
入
以

外
の
牧
入
と
考
え
ら
れ
た
、
然
し
赤
字
家
計
の
分
析
に
焦
離
の
移
っ
た
家
計
調
奈
は
、

支
出
佐
足
ら
ざ
る
牧
入
の
表
章
、
そ
白
差
額
。

表
古
早
が
問
題
で
あ
り
、
表
章
は
こ
の
意
味
で
不
等
式
に
よ
る
表
享
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

己
の
と
と
は
同
時
に
支
出
各
項
目
費
白
割
合
が
、
資
支
出
代
謝
す
る
割
合
と
し
て
一
訴
さ
れ
な
一
い
で
、
恒
常
的
な
所
得
及
び
勤
労
所
得

忙
鈎
す
る
割
合
と
し
て
a

一
市
苫
れ
る
と
と
を
示
し

τい
る
。
賀
支
出
に
謝
す
る
各
支
問
項
目
費
白
割
合
を
算
定
ナ
る
と
と
は
Z

ン
ゲ
ル
以

来
の
常
則
で
あ
割
、

z
y
H
ゲ
ル
、
そ
白
他
の
法
則
位
、
正
に
そ
白
割
合
の
費
動
在
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
明
ら
か
に
そ
の

場
合
、
支
出
が
大
慨
に
於
て
敬
入
と
(
園
家
補
助
も
加
算
し
て
)
週
令
し
て
居
る
生
活
般
態
が
保
件
と
し
て
興
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
後

の
家
計
調
査
が
己
の
表
式
を
採
用
し
た
の
も
、
平
常
な
経
揖
保
件
の
下
で
、
牧
入
止
支
出
の
平
常
な
均
衡
が
奥
え
ら
れ
、
そ
の
均
衡
の

下
に
労
働
力
。
再
生
産
が
行
か
れ
て
い
た
と
一
言
う
こ
と
に
基
い
て
居
た
の
で
あ
る
。

2

然
る
に
現
在
D
事
情
の
下
で
は
、
そ
の
均
衡
は
完
全
に
破
れ
て
い
る
。
従
っ
て
支
出
各
項
目
費
四
割
合
は
勤
労
牧
入
、
恒
常
的
所
得

に
封
ず
る
累
積
割
合
と
し
て
示
さ
れ
、
従
っ
て
例
え
ば
飲
食
物
費
は
六
三
%
と
言
う
割
合
で
左
〈
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
一
五
%
と
言

う
割
令
を
示
し
勤
労
収
入
が
食
費
に
す

ι足
り
な
い
と
一
言
う
と
と
を
率
直
に
表
章
ナ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
れ
は
エ
ン
グ
ル
的

A
W
析
の
機
械
的
模
倣
を
完
全
に
拾
て
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

生
活
の
困
窮
は
現
在
の
段
階
で
、
飲
食
物
費
の
割
合
白
建
化
の
中
に

あ
ら
b
れ
て
い
な
い
。
事
資
終
戦
以
来
、
勤
労
大
衆
が
経
験
し
て
い
る
生
活
事
情
は
、
震
に
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
費
ル
刊
に
官
ん
だ

も
の
で
あ
っ
た
が
、
飲
食
物
費
白
従
来
の
方
法
に
よ
る
算
定
は
殆
ん
ど
醐
理
化
な
く
浮
動
し
て
い
る
D
で
あ
る
。

〆

来
の
表
t

早
が
資
際
白
生
活
事
情
を
反
映
し
℃
い
な
い
ζ

主

E
一
訴
す
も
の
に
外
た
ら
在
い
。

己
れ
は
現
質
的
に
も
符



従
来
白
借
金
、
貯
金
引

mDみ
で
な
〈
、
晴
好
品
、
家
具
、
什
器
、
被
服

そ
の
他
の
頁
却
、
占
拠
は
物
々
交
換
に
よ
る
財
産
D
史
夫
に
よ
っ

τ、
家
庭
粧
梼
の
危
機
が
脱
却
さ
れ
て
い
る
。
赤
字
の
量
的
表
章
が
家

庭
粧
梼
第
泊
の
量
的
程
度
を
一
不
す
も
の
と
大
れ
ば
、
赤
字
補
墳
の
手
段
は
質
的
段
階
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
従
つ
亡
赤
字
補
填
は
手
段

別
金
網
(
支
出
項
目
と
同
じ
分
割
に
よ
る
)
が
表
章
さ
れ
、
そ
の
相
封
的
割
合
は
、
、
前
に
漣
ぺ
た
E
C

同
じ
く
一
一
様
の
割
合
と

Lτ
示
さ
れ
る
。

従
来
の
結
果
表
章
が
、
現
貨
か
色
離
れ
℃
い
る
と
言
う
と
と
は
、
家
計
分
析
の
結
果
が
例
え
ば
被
服
に
つ
い
て
見
れ
ば
微
少
な
動
き

を
示
す
と
は
昔
同
え
、

第
三
に
赤
字
は
何
等
か
の
手
段
に
よ
っ
℃
補
填
さ
れ
る
。

殆
ん
ど
一
定
の
割
合
で
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
と
を
物
語
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
と
に
よ
っ
亡
知
る
と
と
が
出
来

品
。
常
識
的
に
も
勤
労
者
自
家
計
か
ら
、
被
服
そ
の
他
の
物
姿
は
念
速
に
流
出
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
綿
餅
的
に
見
れ
ば
、
訣
し
て
被

服
低
家
計
白
中
に
蓄
積
さ
れ
て
居
な
い
。
と
れ
は
赤
字
を
上
忙
示
し
た
如
き
様
式
に
よ
う
て
表
草
す
る
場
合
に
の
み
知
る
と
と
が
出
来

<， 。
財
産
買
却
は
そ
の
具
観
的
内
容
が
表
一
万
苫
れ
、
月
別
の
品
目
推
移
が
重
要
た
意
義
を
も
つ
も
の
ず
と
し
て
別
の
表
一
章
と
な
る
。
家
庭
の

貧
窮
は
、
晴
好
品
が
寅
ち
れ
、
物
々
交
換
白
封
象
と
な
り
、
家
具
、
什
器
、
上
質
白
被
服
が
市
川
却
さ
れ
つ
い
で
必
需
的
な
被
服
が
費
却

土
り
粗
悪
な
主
食
が
購
買
さ
れ
る
と
言
う
現
象
が
あ
ら
わ
れ
る
段
階

さ
れ
る
段
階
は
窮
迫
白
ず
る
ど
苫
を
一
万
し
、
米
が
寅
却
さ
れ
て
、

に
於
て
極
度
に
建
ず
る
で
あ
ろ
う
。
h

E
D鮎
は
、
昭
和
十
六
年
十
舟
の
内
閤
統
計
局
家
計
調
奈
の
特
別
表
章
が
鈴
〈
提
起
し
た
と
こ
ろ
℃
あ
っ
た
。

印
ち
一
定
白
期
同
主

置
い
て
す
る
挿
入
白
手
持
品
調
官
官
が
そ
れ
で
あ
る
。

然
る
に
家
計
調
奈
が
統
計
局
白
手
?
を
離
れ
る
や
否
や
、
と
白
方
向
は
跡
方
も
な
く

消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
財
産
費
却
そ
D
他
が
家
計
簿
上
に
と
ら
え
ち
れ
始
め
た
の
は
、
終
戦
後
か
な
り
の
察
白
期
闘
を
長
い
て
Y
あ
り
.

し
か
品
現
在
泊
、
結
果
表
章
に
於
い

τは
把
損
苫
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
最
も
す
ぐ
れ
た
結
果
表
章
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
労
働
科

家
計
開
査
の
諸
問
題

第
六
十
二
巻

一
八
五

第
五
鵠

七



家
計
調
査
の
諸
問
題

第
六
十
二
審

一
八
六

第
五
鹿

F、

¥ 

皐
研
究
所
の
も
の
に
劃
し
て
も
と
の
こ
と
は
受
賞
す
る
。

第
四
に
勤
労
大
衆
は
、
家
庭
生
活
に
於
て
も
岡
家
自
統
制
に
服
し

τ
い
る
。
配
給
制
度
、
公
定
債
格
n

貯
金
封
鎖
、
所
得
税
天
引
等

の
如
き
で
あ
る
。
然
し
か
く
の
如
く
家
庭
経
済
白
中
江
闘
家
統
制
に
謝
す
る
服
従
が
あ
る
反
商
、
こ
れ
に
反
抗
す
る
種
々
の
事
賓
が
展

開
さ
れ
、
家
庭
粧
携
が
一
撹
乱
苫
れ
て
い
る
が
、
と
れ
は
生
括
窮
迫
化
白
他
白
一
回
に
外
な
ら
な
い
。
配
給
、
間
賀
、
自
家
生
産
尖
白
他

が
表
'
阜
の
封
象
と
な
っ
て
来
る
。

己
れ
は
戦
前
、
全
て
の
家
計
調
査
が
無
関
心
で
あ
っ
た
時
冶
大
阪
商
工
合
議
所
の
標
本
調
査
が
、
新
し
く
と
り
上
げ
た
積
極
的
な
表

章
で
あ
っ
た
。
終
戦
後
は
他
の
結
果
表
章
に
比
し
て
、
最
も
早
期
に
注
目
さ
れ
た
表
章
で
あ
っ
た
が
、
然
し
毛
れ
は
皐
に
金
銭
的
に
の

み
問
題
と
な
っ
た
に
す
ぎ
宇
、
そ
の
内
容
的
分
析
は
、
大
阪
商
工
合
議
所
白
モ
れ
に
比
し
て
す
ら
後
退
し
て
い
た
。

モ
れ
が
E
し
く
表

章
苫
れ
は
じ
め
た
の
は
極
め
て
最
近
の
と
と
に
国
間
ず
る
。

第
五
に
収
入
白
構
成
、
畑
労
働
力
の
質
及
び
量
的
規
定
、
こ
れ
に
関
聯
し
て
家
庭
内
白
疾
病
e

と
れ

ι白
諸
事
買
も
、
勤
労
階
級
白
窮

迫
に
関
聯
す
る
枇
合
的
事
賢
で
あ
り
、
終
戦
後
「
闘
民
生
活
研
究
所
」
の
采
計
調
茶
が
採
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
上
つ
て
は
じ
め

τ把

握
さ
れ
、
表
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
六
に
以
上
に
示
さ
れ
る
家
庭
献
血
梼
の
賢
質
的
内
容
に
現
わ
れ
た
質
的
援
化
が
、
現
象
ず
る
場
合
民
、
夫
人
る
運
動
形
式
に
於
け
る
諸
師
号

化
を
表
章
し
な
け
れ
ば
な

ιぬ
。
家
庭
経
済
に
於
け
る
牧
入
か
ら
支
出
え
の
運
動
は
、
現
在
次
の
如
き
諸
運
動
形
式
を
も
っ
て
い
る
。

ロ
l
巧

J
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巴
1
4
4

同
V
1
1

《
u
m
i
-
-
(

刷、

A

明
帯
酢
丙
山
庁
創
意
L
伊
山
間
潜

国
一
掬
除
加
師
、
、
謝
意
誇
常
呂
田
油
開
議
湖

用
り
ゅ
・
時
時
也
事
問
問
湘
吉
司
事
hw

事
ゆ
世
間
璃

白と
れ
ら
O
運
動
形
式
を
も
っ
て
家
計
運
動
は
震
現
さ
れ
て
い
る
が
、
己
白
う
ち
貨
幣
を
排
除
し
て
出
現
し
た
物
を
中
軸
と
す
る
運
動

形
式
と
そ
、
家
計
の
新
し
い
運
動
形
式
で
あ
る
。
物
白
蓮
動
が
早
に
貨
幣
D
代
替
で
あ
る
段
階
で
は
、
貨
幣
額
に
換
算
し
て
表
章
ず
る

己
と
も
許
さ
れ
る
が
、
と
の
場
合
に
も
現
物
運
動
を
完
杢
陀
抹
殺
す
る
と
と
は
許
さ
れ
な
い
。
言
う
迄
も
な
〈
己
の
場
合
、
評
債
は
種

々
回
傑
件
に
よ
っ
て
、
最
も
合
理
的
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

階
に
於
い
て
、
現
物
運
動
伊
抹
殺
し
て
憤
格
評
償
問
主
る
表
章
を
と
る
己
と
は
庖
俄
で
あ
る
。

現
物
の
債
格
評
償
に
よ
る
貨
幣
的
表
章
一
宮
主
表
と
し
、
現
物
運
動
を
附
去
と
ず
る
か
、
現
物
的
運
動
を
別
個
の
主
表
と
し
て
、
貸
略

的
表
章
と
封
立
せ
し
む
る
か
は
、
'
似
合
的
姿
本
の
綿
再
生
産
運
動
に
於
け
る
法
則
の
如
何
に
か
L
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
イ
ン
フ

ν
1
シ

ヨ
ン
の
護
展
す
る
見
透
し
の
下
で
、
貨
幣
の
媒
介
を
排
除
す
る
現
物
運
動
が
、
既
に
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
る
現
在
で
は
後
者
の
形
式
に

止
る
結
果
表
挙
を
と
色
ね
ば
な

ι泊
。
と
れ
ほ
現
在
白
血
事
計
調
査
に
於
い
て
は
何
等
伯
解
決
鮪
も
見
出
さ
れ
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
。

以
上
は
従
来
考
え
ち
れ
て
い
も
凡
如
き
z
y
d
ク
ル
的
方
法
と
極
め
て
具
つ

τ
い
る
。
と
れ
が
費
木
む
再
生
産
に
於
け
呂
質
的
建
化
に
規

定
さ
れ
、
家
庭
鰹
梼
の
運
動
陀
質
的
措
理
化
が
生
巳
た
己
と
に
主
る
と
一
言
う
己
と
は
、
腕
に
見
た
と
己
る
で
あ
る
。
即
ち
イ
シ
フ
レ
1
シ

ヨ
ン
と
過
少
生
産
と
閑
家
統
制
と
の
矯
に
、
物
資
配
給
が
行
わ
れ
、
公
定
債
格
が
制
定
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
反
珂
で
は
閤
買
い
、
物
々

若
し
も
現
物
運
動
が
貨
幣
の
媒
介
を
否
定
し
て
現
わ
れ
て
い
る
段

交
換
自
家
生
産
が
鴛
さ
れ
、
か
く
し
て
エ
ン
が
ル
の
家
計
分
析
白
前
提
で
あ
っ
た
一
物
一
一
償
問
U

法
則
が
否
定
さ
れ
て
、
完
全
に
債
格
形

成
機
構
が
崩
壊
し
た
と
と
、
商
品
流
通
が
支
配
的
な
も
の
た
ち
ん
と
す
る
見
透
し
で
は
な
く
、
逆
に
現
物
運
動
が
あ
ら
わ
れ
た
己
と
、

第
六
十
二
巻

家
計
開
杢
の
諸
問
題

ノ、
七

第
五
醜

ブも



家
計
調
査
の
商
問
題

ヱ
ン
ヂ
ル
の
想
定
し
た
自
由
経
棒
、
家
庭
生
活
に
於
け
る
自
由
意
志
白
行
震
に
か
わ
っ
て
統
制
が
あ
ら
わ
れ
た
ζ

と
、
及
び
勤
努
階
級

第
六
十
二
巻

I~‘ 
丹、

第
五
掛

O 

白
組
協
情
的
地
位
が
悪
化
し
て
、
家
庭
白
大
宇
が
赤
字
家
計
'
と
な
り
、

昔
と
は
逆
に
あ
る
か
無
い
か
の
過
去
白
蓄
積
が
沈
出
し
つ

L
あ
る

段
階
に
起
窮
迫
し
た
と
と
に
基
い
て
居
る
。

動
勢
階
級
白
家
計
調
査
は
、
嘗
然
家
庭
経
時
間
D
貧
困
を
申
心
・
と
し
て
な
さ
れ
ね
ば
な

ι由
理
由
は
、
一
随
一
に
指
摘
し
た
と
と
ろ
で
あ
る

が
、
と
れ
は
従
来
の
如
き
草
な
る
貨
幣
表
章
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
物
的
及
び
貨
幣
的
な
貧
窮
D
程
度
、
財
産
斑
失
に
見
ら
札
る
貧
窮

D
段
階
、
家
庭
結
構
内
D
近
代
的
秩
序
の
破
境
、
前
期
的
非
文
俗
的
生
活
様
式
え
の
雄
輔
等
主
表
挙
ず
る
己
と
に
主
つ

τの
み
可
能
で

あ
る
。
己
れ
は
ど
の
一
つ
も
切
断
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
己
れ
ら
を
綜
合
し

τ、
は
じ
め
て
現
貨
に
勤
労
階
級
の
沿
ち
い
っ
て
い

る
窮
迫
一
白
兵
惚
的
像
古
典
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
か
h

る
目
的
を
家
計
調
官
官
が
持
つ
以
上
家
計
調
査
は
皐
に
家
計
簿

に
よ
る
記
載
D
み
で
怠
〈
、
庚
汎
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
組
編
陀
よ
っ
て
裏
付
け

ιれ
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。

ヱ
シ
ザ
ル
白
段
階
に
於
て
、
資
支
問
中
に
占
ち
る
各
支
出
項
目
の
割
合
は
、
生
活
窮
迫
白
指
棋
で
あ
bJ
得
た
が
、
現
在
の
家
庭
純
一
憐

よ
り
直
械
に
窮
泊
を
一
耶
す
結
果
表
牢
は
考
え
得
ら
れ

は
毛
を
言
う
段
階
を
は
る
か
に
越
え
、
且
つ
飲
食
物
費
の
割
合
が
一
万
す
よ
り
も
、

る
白
で
あ
る
。

現
在
白
家
計
調
査
に
於
い
て
、
飽
く
迄
ヱ
ン
ヂ
ル
の
方
法
を
国
執
す
る
人
は
、
由
来
計
分
析
に
於
一
け
る
他
の
歴
史
的
な
人
を
忘
れ
て
い

る
。
シ
ュ
グ
1
ベ
で
あ
る
。
「
敢
入
白
増
加
に
つ
れ
て
費
支
出
中
に
占
む
る
住
居
費
白
割
合
は
減
少
す
る
』
と
言
う
シ
品

V

1
ベ
の
法

則
に
封
し
、
住
宅
の
大
字
が
焼
失
し
、
戦
前
よ
り
定
住
し
て
居
る
家
屋
に
謝
す
る
家
賃
と
、
新
し
く
借
家
を
す
る
場
合
の
家
賃
と
の
聞

に
債
格
形
成
に
極
度
な
醐
型
化
が
あ
百
現
在
の
事
情
は
異
っ
て
居
る
、
ム
」
人
々
は
言
う
で
あ
ろ
う
。
食
生
活
を
も
含
め
た
家
庭
経
済
の
事

、
情
は
、
そ
れ
と
同
じ
く
根
本
的
に
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
@



エ

y
p
ル
白
方
法
ー
と
き
わ
め
て
異
っ
た
か
に
見
え
る
以
上
の
議
論
は
、
む
し
ろ
逆
に
ヱ
ン
ヂ
ル
の
方
訟
を
、
現
在
の
家
計
調
査
に
兵

略
化
し
た
に
す
?
な
い
。
エ
ン
ザ
ル
は
家
庭
経
梼
を
杜
曾
経
梼
白
結
節
と
し
て
分
析
し
幾
多
の
結
論
を
興
え
て
い
る
。
例
え
ば
「
一
同

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

民
D
繭
祉
は
消
費
の
中
数
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
飲
食
物
の
た
め
の
又
一
般
に
肉
慨
維
持
の
た
め
の
支
出
が
総
支
出
町
よ
り
タ
い
百

、
、
、

分
率
(
其
D
u
他
寸
世
間
じ
さ
つ
に
風
土
的
事
情
の
も
と
忙
布
い
て
)
を
要
求
す
れ
ば
、
モ
じ
て
婆
求
せ
ざ
る
を
得
な
け
れ
ば
‘
と
白
闘
民
は
そ
れ

だ
け
止
り
多
く
官
裕
で
あ
り
、
反
謝
白
場
合
は
逆
で
あ
る
。
飲
食
物
及
び
肉
憾
維
持
一
般
の
た
め
陀
す
高
支
出
の
百
分
率
的
可
除
分
が

減
少
す
る
方
向
に
消
費
O
中
放
が
上
尋
ず
れ
ぽ
、
そ
れ
は
幅
一
冊
増
大
白
誇
嫌
で
あ
り
、
そ
れ
が
下
降
す
れ
ば
幅
粧
減
少
の
詮
擦
で
晶

、
、
、
、
、
、

る
」
(
ザ
タ
セ
γ
王
困
に
品
目
げ
る
生
産
H
消
費
事
情
)
と
言
う
言
葉
、
或
は
「
合
理
的
な
肉
時
維
持
が

E
の
階
級
忙
於
い
て
も
、
所
得
白
八

O
%

以
上
L
V
岳
会
小
和
ぞ
か
一
、
ふ
め
が
不
朽
ん
い
小
イ
ル
ヘ
ル
ム
ロ
ツ
シ
ャ
ー
か
酌
除
貯
於
け
る
守
山
問
所
伊

rい
て
碕
鈴
ぃ
、
且
つ
使
用
さ

札
る
な
ち
ば
、
吾
々
は
己
O
圏
民
繭
一
世
白
か
の
段
階
が
到
達
さ
れ
、
且
つ
現
在
す
る
も
の
と
見
倣
し
て
も
差
支
な
い
で
あ
ろ
う
」
(
「
ベ

ル
ギ
E
捗
働
者
家
族
回
生
活
費
」
)
と
一
言
う
言
葉
が
そ
れ
を
一
市
し
て
い
る
'o

己
れ
は
図
民
幅
祉
の
測
定
で
あ
る
圭
同
時
に
、
家
族

ρ幅
一
耽
白
測

定
で
も
あ
っ
た
。
(
所
得
に
謝
す
る
割
合
と
、
支
出
に
封
ず
る
割
合
と
が
、
同
じ
に
解
揮
さ
品
て
い
る
鮪
は
極
晶
て
意
味
深
川
r
}
こ
と
で
晶
る
。

ζ

れ
に
つ
い

て
は
既
に
越
，
へ
た
之
と
ろ
で
あ
る
。
)

家
計
分
析
は
そ
の
後
、
パ
ウ
ヱ
ル
、
シ
ユ
ザ
I
ベ
ー
ハ
V

ム
ケ
等
に
よ
っ
て
具
伺
佑
苫
れ
、
定
式
化
さ
れ
た
寸
と
己
ろ
で
あ
り
、

以
後
家
計
分
析
の
目
標
は
、

E
の
法
則
。
検
出
、
確
認
に
外
な
ら
在
い
と
、
家
計
分
祈
家
が
考
え
た
迄
の
と
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
エ
ン

ヂ
ル
の
分
析
態
度
に
忠
貨
に
見
え
な
が
ち
、
貨
は
客
観
的
な
経
梼
循
環
に
無
関
係
に
機
械
的
形
式
的
に
分
析
方
法
を
適
用

L
た
に
す
ぎ

な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
現
在
白
家
計
分
析
か
色
得
ら
れ
た
結
論
は
バ
支
出
階
級
別
の
上
厨
に
杭
す
る
に
つ
れ
、
飲
食
物
費
の
剖
合
は
大

き
く
な
る
と
一
言
う
結
果
か

ι、
ヱ
ン
ポ
ル
の
法
則
を
否
定
し
、
或
は
z

u

J

ヂ
ル
法
則
白
停
止

E
論
詮
す
る
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。
己
れ

モ'
れ

家
許
調
査
の
諸
問
題

第
六
十
三
巻

J、
九

第
五
班



第
五
韓

は
形
式
的
に
の
み
ヱ
ン
ゲ
ル
陀
麻
賢
で
あ
っ
て
、
資
質
的
に
は
己
れ
に
背
反
じ
亡
い
る
E
と
の
営
然
の
締
結
に
外
な
ら
・
泣
い
。

家
計
調
査

ω
諸
問
題

第
六
十
二
巻

74 
O 

ヱ
ン
ゲ
ル
は
弐
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
飲
食
物
が
第
一
位
の
欲
望
で
あ
り
、
被
服
の
欲
望
が
こ
れ
配
つ
ぎ
、
夏
ち
に
住
胞
の
欲

的
保
安
に
よ
っ
て
始
品
て
保
障
さ
れ
る
。

併
し
と
れ
ら
一
切
の
欲
望
。
充
足
は
、
公

こ
れ
ら
五
つ
の
劉
象
は
内
川
町
的
及
物
質
的
生
存
の
絶
釘
に
必
要
な
保
件
で
あ
っ

f
、
そ
札
ら

望
、
そ
れ
か
ら
燃
料
及
び
股
火
の
欲
望
が
親
く
己
と
に
つ
い
て
は
寸
書
の
疑
も
存
し
な
い
。

な
し
に
は
如
何
な
る
生
活
も
不
可
能
で
あ
り
、
一
つ
又
は
他
の
保
件
が
中
絶
す
れ
ば
、
生
活
も
叉
中
絶
す
る
の
で
あ
る
。

ち
個
々
の
傑
件
D
中
絡
は
、
物
質
的
生
活
。
上
に
同
じ
強
度
を
も
っ
て
作
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
欲
望
そ
の
も
の
の

順
位
に
際
巳
た
姐
皮
を
も
っ
て
作
用
す
る
白
で
あ
る
。

ム
」
窮
乏
O
特
質
的
標
識
な
白
だ
。

む
ろ
ん
こ
れ

己
れ
ら
詩
保
件
。
一
つ
が
止
む
な
く
満
足
さ
れ
え
な
い
I
E
言
う
己
と
が
、
難
背

そ
し
で
か
白
保
件
白
愈
々
多
く
が
同
時
に
充
足
さ
れ
得
な
い
状
態
に
、
留
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
た
ら

ぬ
こ
と
が
多
け
れ
ば
多
い
だ
け
、
窮
乏
は
益
々
大
き
く
な
る
。
一
百
う
迄
も
な
〈
雑
音
は
い
つ
も
食
糧
難
と
し
て
現
ι削
れ
る
。
な
ぜ
た
れ

ば
↑
一
般
に
蝕
乏
白
存
在
す
る
場
合
に
は
、
ま
づ
も
っ
て
公
的
保
安
の
た
め
白
支
出
が
閑
却
さ
れ
る
か

ι。
貧
者
と
窮
民
は
租
税
を
支
掛

は
な
い
。
モ
し
て
彼
が
租
枕
を
納
入
し
一
な
い
で
、
ど
う
に
か
生
き
て
行
〈
乙
主
に
成
功
す
る
場
合
に
は
、
ひ
と
は
彼
に
租
税
を
兎
除
し

て
や
る
の
で
あ
る
。
難
苦
が
最
も
極
端
な
限
界
に
達
し
た
場
合
に
ほ
し
か
し
性
居
も
ひ
ど
い
航
路
に
な
る
。
そ
れ
は
暑
さ
寒
さ
に
到
す

る
隠
れ
場
で
は
な
い
。
そ
れ
は
最
旦
寝
床
苫
え
も
持
た
な
い
。
展
布
や
寝
床
は
寅
り
飛
ば
さ
れ
質
入
さ
れ
て
い
る
。
被
服
は
阜
に
慌
殖

か
ら
由
来
て
居
担
、
そ
し
て
且
眠
後
白
肌
着
す

ιも
一
片
の
バ
ン
主
購
う
代
金
を
手
に
い
れ
る
た
め
に
由
民
捕
わ
れ
る
。

と
れ
ら
一
切
は
多

〈
四
人
が
百
と
う
D
昔
か
ら
熟
知
し
て
い
る
陳
腐
な
民
理
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
併
し
そ
れ
は
数
皐
的
堅
質
性
を
も
っ
真
理
で
あ
り
且

っ
そ
れ
が
地
上
白
諸
権
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
と
れ
に
封
抗
す
る
と
と
の
出
来
な
い
自
然
法
則
の
所
産
で
あ
る
が
故
に
、
極
め
て
深
苔

の
意
義
を
有
す
る
白
で
あ
る
」
(
ザ
タ
セ
ン
玉
闘
に
於
け
る
生
産
1
消
費
事
情
)



明
ち
か
現
在
白
家
計
調
査
U
分
析
は
、
エ
ン
ゲ
ル
が
後
宇
に
指
摘
し
て
居
る
如
く
、
雑
音
が
最
も
極
端
友
限
界
民
連
し
た
勤
労
階
級

の
家
計
分
析
で
あ
る
己
の
時
の
家
計
D
寅
情
を
、
ヱ
ン
ヂ
ル
は
抽
象
的
な
言
葉
で
の
ペ
て
居
る
。

し
か
も
E
れ
は
地
上
自
誇
権
力
を

も
っ
て
じ
て
も
釣
抗
サ
告
と
と
白
出
来
な
い
自
然
法
則
の
所
産
で
あ
る
と
考
え

ιれ
て
居
る
白
で
あ
る
。
己
、
で
は
賀
支
出
額
。
割
合

現
在
の
家
計
調
奈
の
課
題
は
、
ヱ

V
F
ル
D
抽
象
的
危
指
摘
を
統
計
的
に
把
握
す
る
己
と
、
勤
労
階

左
ど
は
問
題
と
苫
れ
て
い
な
い
。

級
の
生
活
が
窮
迫
す
る
I
C
第
-
に
潤
税
の
滞
納
が
起
り
、
岡
家
は
又
そ
れ
を
兎
除
す
る
左
言
う
エ

y
日
ゲ
ル
の
甘
い
夢
降
、
反
し
、

租
税
が

宅

天
引
さ
れ
て
居
る
我
図
勤
労
、
階
級
四
極
度
の
生
活
窮
迫
を
、

現
貫
的
注
経
梼
保
件
D
基
礎
の
上
に
具
般
化
す
こ
と
が
奥
え
ら
れ
た
課
題

守
あ
る
。

然
る
に
現
在
白
家
計
調
奈
は
、

E
D
貼
に
闘
し
事
一
く
立
ち
遅
れ
、
窮
迫
し
た
家
計
分
析
の
焦
賄
を
は
づ
れ

F
殆
ん
ど
奥
え
ら
れ
た
課

題
に
謝
し
て
何
等
の
解
決
を
も
興
え
得
な
い
の
で
あ
る
。

(
未
完
)

家
計
調
査
の
諸
問
題

第
六
十
二
巻

ブし

第
五
概




